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今 日では、親が子に、教師が生徒に教えるという身近

な日常的なことが らが国家的、社会的な構造の中に組み

こまれて複雑な形態を呈している。 この教育現象をその

もっとも基本的な構造 から論じつつ、生 きた具体的な姿

を簡潔明瞭に再現するのが教育学概論の仕事であり大学

のカリキュラムとしての 「教 育 原 理」ないしは 「教 育

学」に求められているところでもある。小論は、右のよ

うな科 目を担 当する筆 者が、いくつかの文 献に学びつ

つ、より鋭 くこの課題にせまろうとするものである。
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(一)人 間形成 と教育

はじめに、人間の形成に関する一つの典型的な事例 と

二つのす ぐれた考察を紹介する。

(1)狼 に育て られた子

1920年10月 、インドのカルカッタの西南110キ ロほど

のゴダム リという村で狼に育て られていた二人の女児が

発見された。二人の推定年令はそれぞれ8才 と16ケ月 と

で二人は付近の孤児院にひきとられ、そこでイギ リス人

キ リス ト教牧師夫人シングらの手で育て られた。年長児

はカマラ、年少児はアマラと名づけ られた。アマラは発

見 されたのち1年 ぐらいで死亡したが、カマラは1929年

(17才)ま で生 きて、人間の形成について多 くのことを

教 えている。孤児院に移 された直後のカマラは、四つ足

で移動した。直立歩行は六年 目になってやっとできた。

手指は ものをおさえることがで きるだけで、つまんだ り

握 った りすることはできず、物を押 した り探 った りは頭

でし、 ものをつかまえるのは口で した。生まめ肉、腐肉

を好んでたべ、水は犬のよ うに舌でなめて飲んだ。明る

さと火をこわが り、闇を好んだ。孤児院では昼問は、室

の暗い隅っこのほうを向いて じっとしていたが、夜にな

ると活動的になった。夜の10時 と1時 と3時 に、いつも

きまって遠吠えをした。言葉はもちろん しゃべ らず、理

解しなかった。人が近づ くと歯をむきだして うなった り

した。8ケ 月 目にやっとシング夫人の手か ら食べ ものを

もらうようになった。1921年9月 アマラが死亡した時、

涙を二つぶ落 として泣いたが、顔の表情はなかった,し

か し死亡する頃までには、両足で立 って歩 くことができ

るようにな り、年下の赤ん坊たちの世話をし、45語 以上

の単語を使い、3語 文 ぐらいを理解できしゃべれるよう

になった。食事や着衣の習慣 を身につけ、喜びや悲 しみ

や恥 じらいの感情を表わした。知能は3年6ケ 月の子ど

もの水準に達 していた。

当然ながらカマラがこのように人間的な諸特質を身に

つけたのはただ人間の社会にひき入れ られたか らだけで

はなくて、シング夫人をはじめとする人々の働 きかけが

あったか らであった。ω

(2)乳 幼児の生活習慣の形成

田代高英氏は乳幼児の保育についてつぎのように述べ

ている。

「赤ん坊は生まれたその 日か ら睡眠時間についてコン ト
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ロールされる。子どもにとって睡いときに眠 り、眠 りか

らさめると起 きるとい うのが自然な生理的要求のあらわ

れである。 しかし、大人にとっては、昼に寝て、夜に目

をさまされるというのは、たいへん困ったことである。

なぜなら、大人の世界の存在様式は夜に眠 り、昼は働 く

ということであるからである。そこで、赤ん坊は生まれ

てか らすぐ授乳、その他をつ うじて、できるだけ昼多 く

起 き、夜に多く眠る習慣をつけられる。この ことは、生

まれたその日から、子 どもにたいして、大人の世界の存

在様式が要求されていることを意味 している。用便につ

いても同様である。……また・食事にして もおなかが空/

けば欲しが り、自分 で 食 べるのはいやだ という。この

ように、大人の要求と子 どもの要求はよく対立する。 し

かし、じつは子 どもの発達とは、このような要求の対立

のなかではじめて行なわれるのである。このことは人間

の歴史が、環境 と人間の要求 との対立のなかで発展 して

きたことを考えればよ り明 らかである。

このように考えると、保育は、まず大人 と子どもの要

求の対立とい うところから出発する。さらにこの要求の

対立とい うことは、結局、大人が基本的要求のままに生

活 しよ うとする子 どもをできるだけ人間的存在様式に近

づけよ うと努力す るところから起って くるということも

できる。」(2)

(3)さ じ 学 習

また、ア ・エヌ ・レオンチェフは、つぎのように述べ

ている。

「人間社会の歴 史 的 期 間において人々によ り蓄積 さ

れ、かつ人間の集団活動の客観的な産物に具像化 された

経験 を個々の個人が獲得する過程その もの それは同

時にその個人において人間的な能力や機能が形成 される

過程である は一体どのよ うな ものであろうか。」

「小さな子 どもが、た とえばさじのような簡単な もの

をどのようにしてわが ものにするかを見てみよう。

想像的な例から始めよう。

これまでさじを見たこともない子 どもの手 にそれを与

えたとしょう。かれはそれで何をするだろうか。かれは

その位置をかえた り、叩いた り、口に入れようとした り

など、いじくりまわすだろう。いいかえれば、さじは、

かれにとっては、さじの形の諸特徴に具像化されている

ところの、社会的に形成 されたさじの使い方をもったも

のとしてではなく、その非特異的な 『自然の』物理的特

性をもった ものとして見 られているのである。

さて、実際例に移ろう。母や保母はさじで子 どもに も

のを食べ させ る。しば らくしてから母はかれの手にさじ

をもたせ、かれは自分ひとりで食べようとする。観察が

示すように、はじめかれの動作は自然のままのや り方に

したがいその結果食物はナプキンの上に落 ちる。…… し

か し、もちろん母 は傍観してはいない。かの女は子 ども

を助け、かれの行為に干渉する。このようにして生ず る
　 　 　

共同の行為において、子 どもにさじを使用する技能が形
　 　 　 　

成 されるのである。子 どもはいまやさじを人間的な事物

として扱 う」(傍 点部分はレオンチェフによるイタ リッ

クの部分。)(、)

(4)子 殺 しと入社式

以上のように、教育は、自然的、生物的な存在である

子 ども、一般には人間に働 きかけて、子 どもを人間化し

てゆくところに成立している営みである。したがってそ

れは当然に人間的な社会が形成 されていることが前提に

なっている。梅 根 悟 氏 はこの点について 「(原 始社会

の)子 殺しと教育 とはつ らなってお り、表裏の関係にあ

る」、原始社会の入社式(initiation,成 人式 とも訳す)の

習俗は、公共の制度 としての教育の最初の形態である、

としてつぎのような歴史的考察を行なっている。ω

「人間が道具を使い、生産をおこない、 したがって生

活物資をたくわえるようになってか ら、人はいちじるし

くその生活水準をたかめた。そして、このたかめられた

生活水準において生 きてゆくことが、彼 らにとっては必

要なことであった。そのためには人口が どん どんふえる

ことは不都合であった。そこに生産調節の必要があった。

」 「赤ん坊殺しがひとつのあたりまえな習俗 として、ま

た社会制度 としておこなわれるようになったのは、人類

が、でたらめに野生の動植物をあさって、みずか ら無計

画に生活 していた時代をあとにして、ある土地 に住みつ

いた り、ある数の動物を飼育 した りして、計画的な生計

をい となむようにな り、自分の労働でまかなうことので

きる扶養人口の限度について、いちおうの計算をするこ

とが必要であ り、またそれがで きるようになった時代の

ことであろう。それはだか ら、だいたい人類が栽培、飼

育をや りだ し、食糧の計画生産をや りだ してからのこと

であるといっていいだろう。生活に必要な物質の計画生

産がおこなわれるよ うになるとともに、子供の計画出産

もまたはじまったといっていいであろう。」 「その集団

が生 存 をつづけて ゆ くためには、 これまでとはちがっ

た、はげしい自己訓練によって初めてえられるような態

度や能力を身につける必要がおこり、そのために、彼 ら

自身で自己訓練をするようになったのであろう。」「この

よ うな危機(大 旱越やよその集団 との戦いなど一引用者

注)に しばしば当面 し、そのたびごとに集団の全員がか

た く団結する必要にせま られ、団結 して危機を切 りぬけ

てゆくにつれて、そこには集団の共 同 意 識 が強 く成立

し、集団は一つの信仰によって結すばれ、一人の英雄を

先祖 としてあがめるようになるであろう。危機 と英雄は

信仰をうみ魔術をうみ、タブーや トーテムをうむであろ

う。そして、それ らすべてのことは、次代をうけつ ぐ少

年たちにおごそかにつたえられる必要があると考 えられ

たであろう。このようにして、おもむろに、少年たちの
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訓練のための入社式をはじめとす る一連の教育方式が定

式化するようになった ものと考えられる。

彼 らの危機を切 りぬけるための努力は、はげしい苦痛

をたえしのび、どのような肉体的な困苦や欠乏をきたえ

ぬくことを第一 とするものであった。そのことを彼らは

危機その ものの中で自ら体験 した。そして彼 らはそれを
一種の模擬経験 として若 者たち に課す ること をはじめ

た。それが入社式だ ったのではなかろうか。」

(5)社 会的諸機能の再分肢 としての教育

上述の事例や考察内容を包括す るような形で、宮原誠
一氏は、その論文 「教育の本質」(、)で「教育は社会的諸

機能の再分肢である」 という見解をのべている。

以下にその要点を引用するとつぎのようである。

「人間を形成す る自然生長的な力として社会的環境 と

自然的環境 と個人の生得的性質 という三つのもの」があ

る。(6}「人間の形成に参加する環境 と素質 という二つの

力の うち第一次的な規 定 者は素 質ではな く、環 境であ

る。」ω 「形成が自然生長的な過程であるのにたいして、

教育は目的意識的な過 程である。人間が人間の形成のた

めに目的意識的に努力するということが、教育の本質で

ある。」(・)「社会的生活 その ものは、人間の成長を助 けも

すれば妨げ もする。望ましい影響をあたえもすれば、望

ましくない影響をあたえもする。……(中 略)… しか る

に人間はこの人間の形成の過程を批判し、選択 し、助長

し、抑 止する。人間の形成の過程を統御しようとす るこ

の目的意識性が、教育の立場である。」(・}「教育が形成

にとってかわることはで きない。形成が基礎的な過程で

ある。」。① 「教育とは形成の過程と取 り組む努力にすぎ

ないのだ。そういう意味において、教育は、人間の形成

の過程に内包 される一要因にすぎないのだ。」ω 「人間

は、自己およびすべての人々の意識 とは独立に進行する

社会的生活の全過程によって形成される。それであるか

ら、人間の形成にとって、したがってまた人間の教育に

とって、つねに第一義的な問題は、人間がどのような社

会的生活をいとなんでいるか ということだ。」㈹ 「教育

は、(社会の)他 の基本的な諸機能のそれぞれの末端一

最 も実践的な末端でいとなまれ るところの再分肢的な機

能なのだ。政治の必要を、経済の必要を、あるいは文化

の必要を、人間化し、主体化す るための目的意識的な手

続 き、これが教育 というものにほかな らない。教育 とは

政治の教育化、経済の教育化、文化の教育化のことであ

って、それ以外のなにものでもない。このような教育の

本質を確認すれば、われわれは もはや歴史的社会におけ

る現実の政治や経済や文化を離れて教育のことを考 える

おろか しさに堪えられな くなる。」⑯

以上の引用中に指摘 されたことを要約すれば、つぎの

ようである。

① 人間は社会生活の全過程によって形成 される。 こ

のような形成 自体は、自然生長的な過程であり、自

己自身およびすべての人間の意識から独立な過程で

ある。

② 人間の形成の要因 としての環境(=後 天的なもの

)と 素質(=先 天的なもの)と では、第一次的な規

定者は素質ではな くて環境である。

③ 形成 は教育に対 して基礎的な過程であ り、教育は

形成の過程に内包されている。

④ 教育は人間の形成過程を統御しようとする目的意

識的な機能である。

⑤ 教育は社会諸機能の必要を人間化 し、主体化する。
へ

以上のよ うな宮原氏の教育の本質論は、教育 とい う現

象の特質を鋭 く指摘 しているとともに、いま少し検討さ

れなければならない問題を含んでいる。すなわち、これ

に対する代表的な批判としては、一つには 「いわゆる 『
コ わ り 　 　

形成』概念は、……今 日、まずなによ りも 『人悶の形成

のための闘いの過程』 としてとらえなおされなくてはな

らない」 とする小 川 利 夫 氏の批判があり、㈲二つには

「むしろこんにちの問題は、教育における 『選択』の主

体を形成することが課題で あ る と いう点にある」⑯ と

い う五十嵐氏の批判があ り、三つには宮原理論は 「人格

の理念、発達の観点をふくまない」か ら 「教育本質論で

はなくて教育機能論である」 とする矢川徳光氏の批判が

ある。⑯また素質と環境 とを対立させて とらえることに

ついては、小論がのちに言及する。

しかし、これ らの 問 題 点 に もかかわらず 、宮原論文

は、教育は 「社会的諸機能の再分肢」であ り、人問が人

間の形成のために目 的 意 識 的に努力す るいとなみであ

る、とい う、教育の第一次的特徴を明確にとらえた点に

おいて決定的な意義を有していると考 えられる。

以上のような事例および諸見解を踏まえて、ひとまず、

つぎのようなことが言 えるであろう。

① 人間は、人間の社会生活の中ではじめて、ただ単

なる生物的存在 としてではな く人間 らしい人間とし

て形成され、成長、発達するのである。

② この社会的環境には、人間的な対象 としての物質

的な財貨があり、政治、経済、文化等の諸活動を成

り立たせ る社 会のしくみがあり、言 語、科 学、芸

術、道徳、思想等の社会的意識の諸形態がある。こ

れ らは人間の歴史的な活動の結果としてつ くられた

ものである。

③ そしてこのような社会生活の水準を維持 し発展さ

せつつ、その中で生活 してゆくためには、社会の発

展に照応 した人間的な行動形式、能力、人格の諸特

質が必要 となっている。

④ 生物的な存在 としての人間は、そのような人間的

諸特質を形成す る可能性をもってはいるが、自然成

長にまかせ ることによっては、人間的諸特質は形成
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されえない。

⑤ ここに、人間が人間の形成のために目的意識的に

努力するという社会的機能が必要であ り、教育は、

そのようないとなみである。

(二)人 間の発達 と能 力

(1)教 育と人間人格の発達

人間を目的意識的に形成する教育は、'その働 きかけの

対象がほかな らぬ人間であるということによって、物の

生産や植物の栽培、動物の飼育等と決定的に異なってい

る。

人間は自然 と社会 との中に生 きてお り、彼自身、自然

的、社会的産物であるが、人間が物一般や動物一般 と異

なる点は、人間が意識をもった存在であ り、そのことに

よって自らの行動の主体であ り、自然や社会の諸条件に

規定 され るだけでな く、それ らを主体的につ くり変 える

ことができる、ということである。人間がこのよ うな意

識的 ・主体的な存在である点に着目した とき、そのよう

な人間個人の特性が 「人格」と呼ばれてきた ものであろ

う。そうであるとすれば、人格的存在であることが人間

の本質である。⑳

ところで生後直後の人間が意識的存在でないことは明

らかであるが、しかし、同時に人間は、そのような新生

児の場合で も、単なる受動的存在ではない。人間社会に

おける子 どもは一個の生物的自然であるが、それのみな

らず、そのことによって人間社会の一員として認められ

ている。彼は環境に規定 されつつも一つの統一体 として

環境から区別され、自己 自身のうちに内在する活動の力

によって外界 と相互作用をいとなみつつ主体的な人間と

な りゆ くであろう。そのような人間の変化、発展が発達

と呼ばれるものである。人間形成にとって素質 と環境 と

どちらが決定的役割 を果たすか、という前述の宮原論文

における問題は、このように、人間が環境によって形成

されつつ も環境 を変革 し発達 しゆく主体的存在であると

いうところに解答を見出さなければ論理の悪循還を免か

れ得ないであろう。それゆえ、人間を形成する教育にと

っては、明日は意識的 ・主体的存在へ と発達 し得 るであ

ろう人間の可能性が重要となる。主体 としての人間が教

育にとって目的であ り価値であるならば、主体 とな り得

る可能性をもった状態にある人間 もまたそれ自体価値で

ある。 しかし、それだけには止まらない。発達の可能性

を現実に転化するのは、人間(発 達する者と、教育する

者)と その現在の活動その ものである。そして、人間の

現在は規定され尽 くしているということはあり得ない。

とすれば教育にとっては形成 と発達の過程それ 自体、そ

してその過程にある生 きて活動している人間それ自体が

価値である。

この点について教育制度検討委員会報告 「日本の教育

改革を求めて」は、つ ぎのように述べている。

「人間は自然的な存在であるとともに、歴史的 ・社会

的な存在である。人間は自然と社会によって形成 されて

いくとともに、主体的に自然 と社会に働 きかけ、それを

変えていくことのできる存在である。人間はそうするこ

とをとおして自らもまた無限に変化発展 していく。その

よ うな変化を発達 と呼ぶとき、発達はあらかじめだれか

によって きめられたゴールや定型への到達、あるいはそ

れへの近接度によって評価されるよ りも、むしろ変化の

過程それ自体のゆたかさにこそ価値が認められねばな ら

ない。

このような人間の発達にあたっては、人間の未来は現

在の中に含まれ、現在は過去に規定 されつつ も、またそ

の志向する未来によって方向づけられる。未来を展望 し

つつ過去 をせおった現在を充実 して生 きることによって

こそ、明日の人間生活の豊かさも約束 される。

すべての人間、とりわけ子 どもと青年にとって大切な

ことは、未来への志向をは らみつつ現在を生 き生 きと生

活することである。現在の充実は同時に未来への背のび

を意味 し、その将来 における発達の可能性をゆたかにた

くわ えることになる。教育はこの可能性の開花を助け、

うながすはたらきである。」㈹

「教育はひとりひとりの人間の可能性 を個性ゆたかに

開花 させ、新たな社会 と文化をになう主体形成をうなが

すいとなみである。」㈲

このようにすべての人間、とくに子どもや青年が発達

の過程 にあり、その発達の可能性が無限に豊かなものと

して認識され、またそのような 発 達の 可能性 を含みつ

つ、なによ りも生 きていること自体が尊重 されるべ きこ

とは人間の歴史をつ うじて明確に認識 されるようになっ

て きたことがらである。 とくに、近代市民社会に成立し

た人権の思想により子 どもにも人権 と人格とが認められ

なければな らないとされ るとともに、 「子 どもの発見」

といわれるよ うに、大人 とは違った子どもの独自性が認

め られ、また、子 どもは発達の可能性をもった存在であ

り、子 どもがその可能性 を開花させ、人間的に成長 ・発

達する権利を有することが確認された。それが各国や国

際機関の憲法、憲章、宣言にみ られ る子 どもの権利の確

認であ り、教育 を受ける権利の確認であった。きらに、

現代ではそれぞれの年令段階、発達段階に応じた独自性

を認めつつ も、生涯にわたっての教育を受ける機会の保

障や生涯にわたって学習をする権利が主張され 「人間は

誰で も自分の能力を完 全に発 達 させ る権 利をもってい

る」という認識が社会的に定着しつつあるといえよう。

また、民主主義の思想に もとつ く運動が、すべての諸個

人が自分の能力 を完全に発達 させ ることがで きるような
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現実的な展望をつくり出しつつあるといえよ う。

以上のようであるから、教育にとっては、人間人格 と

は自然的、社会的諸関係における意識的存在であり、環

境変革の主体であ り、そのよ うな主体 としての無限の発

達の可能性をはらんで発達の過程にあり生 きて活動 して

いる人間個人である。

教育は、このような人間人格の発達の過程に働 きかけ

てその人格の形成 を目ざすはた らきである。

〈2)人 間 の 能 力

ところで、ヴィゴッキーが指摘するように、 「人格の

発達 と人格の反応の発達 とは、本質的には、同一の過程

の二つの側面である」⑳ と云 えよう。そして、すでに述

べて きたところからも明 らかであ り、また後述 もするよ

うに、人間の発達の特殊性は、その反応すなわち行動が

社会的 ・意識的な発達をとげるところにあ り、ヴィゴツ

キーはこのことを 「行動の文化的発達」㈱ と呼んだので

あった。社会的 ・意識的な諸個人の行動が社会の諸機能

を遂行 し、人 閾の社 会を成 立、発 展 させているのであ

る。したがって、人格を形成する教育の仕事 は、人間の

社会的な行動を可能にす ることによって人間を主体た ら

しめている人間に特有な諸能力を諸個人の うちに内在化

させ、主体化することが必要 となる。このような人間の

能力は、諸個人がその心身の力 として内にもっているも

のであ り、自然的な力であると同時に本質的に、社会的

な力である。 このよ うな能力の定義 とその種類 とそれ ら

の構造を勝田守一氏はつぎのように示 している。㈱

能力 「人間がその心 と身体で、特定のなにごとかを自

分で思 うよ うになしとげることので きる力、そしてその

ことで社会がそのね うちを認める結果が生み出される身

に具っている力。」

労働の能力 「生産の技術に関す る能力」であ り、 「広

い意味での労働技術の能力」である。直接的な生産の技

術だけでなく、運搬、保管、流通、記録等 「間接に生産

を援助 し統制するはたらき」 も含める。さらに医師や看

護婦、教師等の もの も含める。ふつ う、職業 と関連 して

いるものである。

社会的能力 「人間の諸関係を統制 した り、変革 した り

する能力である。」

認識の能力 「科学的能力 とよばれる自然 と社会につい

ての認識の力である。」「他のカテゴリーの能力は、認識

の能力が滲透することによって、その本質的な特殊性 を

いっそう発揮す る。」学校で育て られる 「学力」は認識

の能力を主軸 とする ものである。

感応 ・表現の能力 「世界に感応 しなが ら表現 し、逆に

表現によって感動を豊かにする能力」である。

これ らの諸能力は、その所有主の もとに統一 され内部

の構造 の体制をつくっている。
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(1)認 識の能力は他の三つに対 して、特殊な位置に

立つ ことを示 したつ もりである。

(2)社 会的能力を技術 ・技能 とするのは、多分に比

諭的である。それでカ ッコにいれた。

(3)矢 印は相互に影響 しあい滲透 しあ つていること

を示す。

(4)点 線の囲みは、全体が体制化 していることを示

す。

(5)言 語能力 ・運動能力は全体制を支 える。

(3)諸 能力の構造 的連関

人間の人格 を特徴づけるもので個人が内に もっている

力 は、このような能力だけでなく、生理学的、生物学的

な自然存在 としての人間の力すなわち本能や条件反射の

力などもあ り、それが上記のような能力を下から支 えも

し、明日の能力を形成 しもす る。人間を発達の可能性に

おいてとらえるときにはそれを無視できないが、そのよ

うな点については、のちに言及することとして、ここで

は、まず上記のような能力が どのように相互に関連して

人間を主体た らしめているかについて言及する、

人間が動物一般 と区別 され るのは、人間が環境か らの

刺激に対 して単に本能的にあるいは条件反射的に反応 し

て生 きているのではな く、自ら環境の諸条件をつ くりか

え、つ くり出して生 きているところにある。

まず、労働 と言語 と認識の能力の関係については、人

類の生存のための必要から、その系統発生の過程の一定

の段階で条件反射的に 「道具」を用いる 「労働」が発生

した、そしてそのような 「労働」は 「むれ」の構成員の

協力を必要 とした、そしてその際のコミュニケーション

の必要から言語が発生 し、道具が もたらす人間の行動と

言語の機能 とが人 間の意 識を生み 出した、と推 察され

る。㈲ しかしなが ら、そのような 「労働」によ り、ある

いは、そのよ うな 「労働」を経過して、形成 されたのち

の人類の労働は、すでに人間の意識の働 きに主導 される

ものであって、ハチが巣をつ くるのや、ラッコが石を用
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いて貝を割って中味を食べ る活動 とは根本的に異なって

いる。人間の労働は、道具や機械を用いることによ り人

間の肉体の力を超 えた巨大な環 境 変 革 を可能にしてい

る。 しか し、人間の労働は道具を用いるだけでな くその

道具を創 り出すという点において動物一般が生きるため

に行なう自然に対する働 きかけと質的に区別されるので

ある。すなわち、ある労働のための手段として道具を作

るためには、見通しがこの道具制作 とい う直接の行動の

範囲を超 えてその道具を用いる労働にまで及んでいるこ

とが必要であ り、未だ製作 されていない道具の表象が一

般化 されてお り、まだ生起 していない労働が表象 として
一般化されており、しかもこの両者が結びつけられるこ

とが必要である。そのためには頭の中で行動の 「模型実

験」が行なわれる必要があ り、その模型の役割を果たす

のが言語である。㈱

つぎに、言語は音声に物質的基礎をおいて人間に働 き

かける。動物に働 きかける環境か らの条件刺激の系が生

体の生存に必要な刺激の信号の系であるのに比 して、言

語はそのような信号(第 一信号)の 信号の役割を果たすの

で、言語系は、パブロフによって第二信号系 と名づけら

れた。また、田辺振太郎氏が指摘するように条件刺激の

系においては、環境 と生体 とは刺激の発信源 と受信者と

して実在の変化の両端を担っているのであって、実在 と

生体 とは同格である。ところが言語においては発信者 も

受信者 も人間なのであって、そのようなものとして言語

活動はそれが反映している実在か ら自立 している。㈱ も

ちろん、言語が他の動物の鳴 き声でなく人間の多様な音

声に依存 していることが言語を言語たらしめているとい

うことは無視で きない。 これ らのことによって言語は、

対象の一般的特徴を抽出して指示することがで き、コ ミ

ュニケーションの手段 となり、実在か ら自立した人間の

内的な精神活動を可能 としている。㈲

さらに、人間の意識は、環境に対して単に条件反射的

に反応するだけでなく、刺激に対する反応の条件を人間

が自ら創 り出す ことによって自らの行動を自己の統制の

もとにおくことができる。すなわち、人間は意識の働 き

によ り自分自身の行動の主体となることができるのであ

る。 このような行動の原初的形態をヴィゴッキーは、占

ないや、くじ引 きや、記憶のためにハンカチなどに結 び

目をつ くっておくことや、指を折って数 えることに見出

している。㈱ このような刺激に対する反応を媒介するも

の として人間がつ くり出したもので高度に発達 した もの

が記号であ り言語であると考 えられる。

しかし、 もっとも単純な道具でさえ、一定の広範な地

域において、かな りの長期にわたってその質的同一駐が

保持 されていることか らも明らかなよ うに、人間に特徴

的なこれら三つの能力が継承 されるためには、人間的な

諸能力の時間的、空間的な連続 と統一を可能にする社会

というものが形成 されてお らなければならない。そうで

あるので、労働 と言語 と意識 とによって特徴づけられる

生物の種としての人類の生成の過程と人類社会の形成の

過程 とは同一の過程であったと考 えられる。㈲そして人

類社会における人類の存立のためにはその社会の統一を

維持する社会的(政 治的)な 能力 と、文化の継承を可能

とする 「教育」 と 「学習」の能力、す くなくとも模倣の

能力が必要 となっているのである。㈲'

(4)行 動様式の進化の諸段階

このような人間的労働への行動様式の進化の段階とし

て田辺振太郎氏は、本能、習能、技能、技術の四段階を

区分し、それをそのような行動を主宰す る神経活動の様

式の進化 と対応 させて表1の ようにまとめている。
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ここで同氏によればつぎのように説明されている。

「習能 とは動物における学習の能力」であ り「実践的知

能 とか感覚運動的知能 とかよばれているものにあたる。」

技能の段階からは言葉、したがって概念が参加する。

技能と技術 との違いは、前者では目的は意識され得るが

「行動様式その ものに対す る意識、すなわち目的を実現

する手段に対する意識は未だ実現性を具 えるまでになっ

ていない。練習を重ねることによって何 となくできるよ

うになるが、 『こうすれば必ずで きる』 という形で行動

の仕方を一つの確定した方式に組みたてて言葉で述べて

客観的なものとして提出することはできない。練習によ

って個人の能力 として身につけることはできるが、知識

によって他の人々に一般化させることは困難である。」

「技術の段階では単に目的だけでな く、その目的を達

成す るための手段の客観的な内容までが明確に意識され

て きているので、単なる個人の能力の中に閉 じ込められ ・

ないで、操作の一定の方式 として客観化して他の人々に

対して も知識の形で提供 して社会的に一般化することも

できるし、また理論的な思考によって方式を改良するこ

ともできるよ うになる。」

「右の本能、習能、技能、技術の四つの形態は行動 を

主宰する神経活動の作動様式の違いによる段階的な基本

形態であって、行動の現場ではそれ らが単独に現われる

ことはむしろ例外的で、それぞれがそれぞれの受け持ち

について統一的な行動を形づ くっている。そしてこれ ら

の段階的な基本形態は行動の形態の発展 としては低次か

ら高次へ と移って行 くのであって……主体の進化が進む

につれて主体の生活活動の申において低次の行動形態の

になう役割がだんだん と高次の行動形態の受け持 ちに移

されていく一般的な傾向が認められるのである。また主

体が或る特定の行動様式 をとげて 進化 をとげた 場合に

は、それを主宰す る神経活動の様式が高次のものか ら低

次の ものに移ることが予想 される。……さらに単一の個

体については当初は技術的なものとして手段を意識して

はじめて遂行 し得たことが後には熟達の結果 として手段

を意識せずひとりでに何げなく遂行し得て技能の担任に

移される、というよ うな形で段階間の移 り行 きがみ られ

る。」㈲

田辺振太郎氏が分類する第三段階以降がその他の動物

にはない人間に特有な段階であることは、つ ぎのような

パブロフの研究においても明らかにされている。

パブロフの飼育したチンパ ンジー 「ラファエル」は実

験装置の箱の穴に穴の形に合った切 り口の棒をさし込む

ことによ り中のえさをとり出す ことを習得した。箱を積

み重ねて天井の六ナナをとることを習得 した。二本の棒

をつなぎ合せて濫の外の食べ ものをひきよせること、障

害になっているたき火に水 をかけて進路を開 くことを習

得 した。しか し、バナナが天井にぶ らさげられているの

ではなくて櫨の外にあ り、棒ではな くて箱が与 えられた

ときにラファエルは、無意味にもその箱を積みあげた り

した。火を消すのにす ぐそばにある池の水を使 うことが

で きず、いつも使 っているバケツの水 をわざわざ遠 くま

で とりに行 った、等々。これ らのあらゆる点か ら判断 し

てラファエルは、たとえば 「水」の一般化した表象や図

形の一 般 化 した表 象をもつことがで きず、彼が習 得し

たのは複雑な条件反射の連合だった と判断で きるのであ

る。㈹

(三)子 ど も の 発 達

(1)発 達の法則性

人間個人、とくに子 どもの人格 とその心身諸能力、諸

機能の発達(development)は 子どもか ら大人へ身体的

生理的な成長(growth)と と もに進 行する変 化、発展

の過程である。 この過程において人間は限られた本能的

な力しか保持せず、しか もその生存さえほとんど全面的

に大人に依存 した無力でしかし可能性に富んだ存在から

人間的な諸能力を獲得 し自覚的な環境変革一自日変革の

主体 とな りゆく。

この発達は、百 人 百 様 に個性的な ものであるととも

に、各人に共通する一般的な現象がみられることが多 く

の研究者によ り指摘 されている。㈱

その もっとも一般的なものの一つは発達には一定の順

序があるということである。すなわち、諸機能、諸能力

の発達には、一定の順序がみ られる、ということである。

たとえば運動能力の発達についてみて も、まず首が安定

して自由に動 くよ うにな り、つ ぎに腰がすわってすわる

ことがで き、そののち脚で立ち歩 くことができるよ うに

なる。認識の能力について もその時期における もっとも

優位な機能が注意、記憶、思考 とい う順序で発達する。

その二つは、発達は律動的な変化であるということで

ある。発達は連続的な前進的な変化であるけれども、た

だ漸進的なものではな く、また諸機能、諸能力が一様に

変化するものでもない。ある機能、能力の発達が目立つ

時期 と比較的停滞する時期 とが律動的にあらわれるので

ある。た とえば、体重の増加の著 しい時期 と身長の伸び

の著 しい時期、欲求や動機等の発達の著しい時期 と技術

的、操作的能力の発達の著 しい時期等がみ られるのであ

る。

三つには発達は心身諸機能、諸能力の変化が人格的統
一の もとに、相互に連関して、進行する過程であるとい

うことである。それぞれの諸機能、諸能力は律動的に変

化 しなが らも相互に連関しあっている。部分の変化の蓄

積は一定の ところで人格全体を変化させ、そのことがま

た部分的な諸機能、諸能力の役割を変 えてしまう。たと
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えば一つの職について仕事をするためには、一定の技術

や技能、知識、対人的な協調性が前提 となっているが、

その職場で責任をもって専門的な仕事を遂行 していくと

ころから専門的な知識欲がわき、社会のしくみが理解で

き、行動が変化してゆく。

四つには、したがって、発達には全人格の構造 的な変

化によって特徴づけられる発達段階がみ られるというこ

とである。たとえば新生児期、乳 児 期、幼 児 期、児童

期、青年期、壮年期、老年期 とい う区分は、もっとも一一

般的にあげられている発達段階である。

(2)発 達の原動力

このよ うな発達の過程を進行させる動因 としては、ま

ず内的要因 と外的要因とが考えられる。内的要因は、個

人の生得的な素質 とその成熟(maturation)で ある。

外的要因 とは環境からの影響である。発達が生得的なも

のによって規定されていることは否定で きない。満一才

頃に歩行 と言語活動が始まるのは、人間の子 どもがその

可能性を素質 として もってお り、それが一定の期間を経

てその年令で現われるのである。しか しなが ら歩行や言

語活動が環境の影響にも依存していることは、前述の狼

にそだて られた子の例によって も明 らかである。

心理学や教育学において素質(な いし遺伝)と 環境、

内的要因 と外的要因のどちらが人間形成において決定的

な役割を果たすかとい うことが論 じられ、素質決定論、

環境決定論の一面性を避けてシュテルンは、発達は内的

要因 と外的要因との輻綾(Konvergenz)に よって起こ

る、とした。しかし輻転≡説は実際には両者の関係を《遺

伝+環 境》 とした り《遺伝x環 境》 とした りして、人間

の形成 ・発達におけるそれぞれの影響力を探 ろうとする

ものであった。しかしこの考 え方は、結局の ところ、エリ

コニンが指摘しているように、遺伝には規定的役割を与

え、環境には遺伝的に予め決定 されている諸特質を実現

する条件 という役割しか与 えないものである。㈱生得的

な ものも環境 も人間の成長、発達に不可欠の ものであっ

てみれば、どちらが重要か ということ自体不合理な問い

であった。また、どちらと答 えて も、素質が悪かった、

環境が悪かった とい う宿命論に陥 り、人間をよ りよくす

るために努力するとい う立場、自ら向上するために努力

するという立場は出て こない。輻較説のよ うに両者を機

械的に結びつけて もその点では基本的に変わ らない。結

局、そのよ うな議論では、発達する当の個人が主体的に

生 きて活動しているということが見逃されている。㈱

素質の担い手である人間は環境の中で主体的に生 きて

活動 してお り、その ことによって発達するのである。そ

して発達は、そのような活動 をつうじての当の個人の主

体的な達成である。 このことの確認のうえに内的な要因

と外的な要因 との両者を発達の要因としてみ とめ、それ

ぞれが発達に及ぼす独 自の役割 とその相互浸透の関係が

追究されねばならない。

ところで、小川太郎氏が指摘 したように何 らかの活動

の結果、知識や技能 を習得するとして も、それがそのま

ま発達 とは云 えない。発達は、多 くの類似 したことが ら

に対する一般的な機能や能力の獲得である。そのような

発達は無数の習得の積みあげによってもたらされる。㈲

したがって、発達には、一連の活動がそのような もの と

して行なわれることが必要であり、そのためには、主体

の活動が、彼の欲求や情動意志によって一連の ものとし

て方向づけられていることが決定的に重要である。欲求

や意志によって方向づけられた活動は、主体の能動的活

動である。

したが って、発達の原動力は、発達する当の子 ども、

人間の能動的活動の力である。 この点についてエ リコニ

ンはやや極端ではあるが、つ ぎのように指摘している。

「子 どもの心理的発達の過程に影響をおよぼす具体的

な条件 となるのは、環境のなかの次のような要素一 子

どもが能動的にそれと結びつ き、能動的にそれ と働 きか

けあっているところの環境の要素、子 どもがそれ らを同

化するところの環境の要素だけなのである。」㈹

(3)子 どもの発達の源泉

それでは、とりわけて教育において対象となるところ

の子 どもの発達の過程の特殊性はどこにあるか。

それは、子どもの発達においては、人類が達成 した行

動様式、能力、人格の諸特性が彼の周囲にすでにあり、

それを前提 として、生物 としても未熟な子どもの生物的

身体的な成長の過程 とともに彼の人格の発達が進行する

ということである。 この点についてヴィゴッキーはつ ぎ

のような見解を述べている。

子 どもの発達においては、行動の自然的発達 と文化的

発達 という人類の系統発生において継承的、順次的に進

行 した二つの過程の類似物があらわれる。しか し、子 ど

もの発達 においては、文化的発達は、子どもの成長、成

熟、有機体的発達の過程の上にかぶせ られ、それ と統一

的全体 を形成する。自然的有機体的発達と文化的発達 と

は、たがいに浸透 し、本質的に、子どもの人格の社会一

生物学的形成という統一的全体を形成している。たとえ

ば子どもは、10ケ月になって もまだ自分一人で歩 くこと

も食べることもできないが、この頃に子 どもは道具をは

じめて手にとり類チンパンジー期 を とお る。 このよう

に、子 どもに可能な自然運動の領域は、子 どもが この限

界を越 えようとするときにまだ成熟していない。子 ども

の自然的発達 と文化的発達 とは、同時的に融合 して進行

す るのである。㈲

ところで 「さじ学習」で例示 した道具の使用の習得に、

そしてまた言語の習得に典型的にみ られるように、人間

の行為の発達は、それが個人の直接的経験にもとつ くの

みな らず、人類の経験、すなわち 「間接的経験」を媒介
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としているところにある。心理学において、しばしば 「成

熟 による発達」 と 「学習による発達」 とがあげられ、内

的な過程である前者に対して、後者は 「個体 と環境 との

相互作用」㈱ とされた り 「経験により行動の改善的変容

をもた らす こと」㈹ とされた りしている。 しかし、人間

の発達を論ずるときには、「学習」は、動物の個体の適応

性の獲得の過程一般に通じる上記のような概念として理

解 されるのでは不十分である。人間に固有な学習は、す

くなくとも、レオンチェフがいうように 「社会的に形成

された、実践的な らびに理論的行為の経験が人間か ら人

間へ伝達 される過程」㈹ として理解す る必要がある。 こ

の意味での学習は、さらに、模倣 と行為の意味の理解を

伴なった学習 とに分けられる。ヴィゴッキーは、つ ぎの

ように、この模倣や学習による発達が人間の子 どもの発

達にみ られる基本的事実であると指摘している。

「動物は、どんな有能なもので も、模倣あるいは学習

によって自分の知的才能を発達 させ ることはで きない。

」 「これとは反対に、子 どもにおいては、あらゆる人間

に固有の意 識の諸 性 質の発生の源である模 倣を通 じた

共同による発 達、学 習による発 達は基本的な事 実であ

る。」㈹

もちろん、この模倣や学習は無制限に可能なものでは

なく、子 どもの発達状態、知的能力により厳密に決定 さ

れ る一定の範囲において可能である。

ところで、ヴィゴツキーは、模倣や学習による発達の

事実の確認か らさらにすすんで、人間に固有の高次の心

理機能の発生 と成熟がまさに模倣や学習を含んだ人間の

集団的活動、社会的活動によって得 られるという、つぎ

のような一般的な見解を定式化 している。

「あ らゆる高次の心理機能は、子 どもの発達において

二回あ らわれる。最初は集団的活動、社 会 的 活 動 とし

て、すなわち、間一心理的機能 として、二回目には個人

的活動 として、子 どもの思考内部の方法 として、内一心

理機能 として、あらわれる」。㊥ ここにおいて間一心理

的機能 とは成 熟 した機 能であり、間一心理的機能 にと

どまっているのは成 熟 しつつある機 能 と考 えられてい

る。㈱たとえば言語はコミニュケーションの手段 として

使用することによって、そしてそののちにはじめて言葉

が子どもにとって意味をもった もの とな り、さらに思考

や感情 という内面的な機能を果たす手段 となる。道具の

使 い方やその価値は人間の社会の中でその使われ方に従

って使 うことによってはじめてその 意 味 が わかって く

る、さらには感情や道徳意識 もまたそのような ものが人

の々によって担われている社会の中で生 きた活動するこ

とののちにはじめて個人の内面の ものになるとい うので

ある。

「内言や思索が子 どもとまわ りの人間との相互関係

か ら発生するのとまった く同 じように、子 どもの意

志の発達の源泉 もこの相互関係である。」㈹

このように考 えるな らば、共同活動や教授一学習が子

どもの自主的な行動を可能にする。 「子 どもが今日、大

人の助けを受 けてで きることは、明日には、自主的にで

きるようになるだろう。」⑯

そうであるな らばこのような子 どもの活動を組織 し、

明日には独力でで きるようにと転化せしめてゆ く役割を

果たす共同と教授一学習 とが、子 どもの発達にとって決

定的な役割 を果たす。

このことをヴィゴツキーは次のようにのべている。

「教授一学習の本質的特徴は、教授一学習が発達の最

近 接 領 域 を作 り出す という事実、すなわち、いまは子

どもにとってまわ りの人々との相互関係、友だ ちとの協

同のなかでのみ可能があるが、発達の内面的過程が進む

につれて、のちには子 ども自身の内面的財産 となる一連

の内面的発達過程を子 どもに生ぜしめ、覚醒 させ、運動

させるという事実にある。」 「正しく組織 された子ども

の教授一学習は、子 どもの知的発達を先導 し、教授一学

習の外では一般におそろしく不可能であるような…連の

発達過程を生ぜ しめる。教授一学習は、このようなわけ

で、子 どもにおける人間の自然的特質ではなく、歴史的

特質の発達過程において内部的に欠 くことのできない普

遍的モメン トなのである。」 「教授一学習のあらゆる過

程は、一般にそれなしには子 どもの発達のなかに発生す

ることので きない一連の このような過程を子 どもに生ぜ

しめる発達の源泉である。」㈲

教育の活動は、子 どもの発達の源泉 となる社会的集団

的活動や教授一学習を子どもの周囲に組織 し、子 どもを

その活動にひき入れることによって、子 どもの発達を先

導することができるのである。

(4)心 理発達における生物学的なもの

すでにみてきたように人間の能力を特徴づける心理的

な ものが人問社会での活動の結果 として形成 されるとす

るな らば、その心理発達における生物学的なものの役割

はどうなのか。この点について、レオンチェフは聴覚機

能の形成の実験的研究に依 りつつ、つ ぎのように述べて

いる。㈲

① 人間が もっているような獲得物に対応す る能力や

機能は形態学的に定着することはあり得ず、その能

力や機能の物質的実体は、安定した反射系である 「

機能的脳器官」であ り、これは、個人が人間的対象

の世界をわが ものとす るその生育の過程で形成 され

る。

② この機能的脳器官に共通する若干の特殊性はつぎ

の点である。ωいったん形成された らその後は単一

の器官 として働 くということ。(2)安定 してお り、ふ

つうの条 件 反 射のように消 去 しないこと。たとえ

ば、手で触れて知覚 される形態を視覚化す る能力は
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視覚喪失後数十年たうて も消去しないb,(3)この反射

系の結合は、単に外刺激の秩序を透写する反射の単

純な連鎖ではなく、運動性効果をもつ自立的な諸反

射過程を単一の複合反射作用に統合している。こめ

複合の形成によ り行為全体の構造 が変えられ{短 縮

化 され、自動化 される。(4)機能的脳器官は同 じ課題

に対してことなる構造によって応答することがで き

る。

③ 人間に生物学的に遺伝 された諸特性は、人間だけ

に特異な諸能力を形成する能力にすぎない。そして

人間にだけ特異な諸能力の内容を決定するのは、彼

らがその生育中に習得する、何世代 もの無数の人々

が労働 とたたかいにおいて創 りあげた周囲の事物や

現象の世界である。

このよ うな 「機能的脳器官」が人間に特有な諸能力、

諸機能の物質的実体であるな らば、人間は誰でも、生物

として自然的存在 として この 「機能的脳器官」を形成す

る潜在的な力をもって生まれる限 り、人間的な諸能力を

習得する可能性をもっているということであり、その可

能性を現実の ものへ としてゆくのはその習得活動をおい

てほかにないとい うことであ り、その習得活動が同時に

「機能的脳器官」の形成の過程で もある、ということに

なる。

(5)発 達における矛盾

子ども、人間の成長、発達の過程では、社会生活上の

新しい必要や課題に未だ応 えることがで きない事態が生

じる。これが発達における環境と主体 との矛盾である。

この必要や課題を主体が自らの もの としたときには、主

体の欲求や意 志が設 定する課 題の遂行が必 要 とす る彼

自身の諸機能、諸能力の水準と、現実の彼の諸機能、諸

能力の水準 との間に矛盾が生 じる。これが内的矛盾であ

る。一連の活動 と成熟をつうじて諸機能、諸能力の新 し

い水準が もた らされれば、これは、主体の発達である。

だから発達は、このような矛盾の克服の運動である。

ところで、このような主体の内的矛盾 その ものを発達

の原動力であるとする見解が しばしば論者によって表明

されているが、少な くとも 「矛盾」について言及すると

きには、矛盾 を構成する二要因のうちどちらが事象を発

展 させ る根本的な要因かを明らかにしなければな らない

であろう。しかし 「矛盾」の概念 自体議論のあるところ

で もあ り、ここでは、右のような見解の是非の判断は保

留 しておく。㈹

コスチュークは、子 どもの内的矛盾がその発達の源泉

であり、原動力であるとする立場に立っているが、彼が

示したつ ぎのような矛盾は、子どもの発達にみ られる一

般的で基本的な内的矛盾であろう。㈲

① 子どもの新 しい欲求、関心 、志向 と、彼の能力の

発達水準とのあいだにある矛盾

②一社会環境が 彼に提出し、がれ が ひき受 けた要 求

と、その要求を満たすに必要な能力や技能の習得水

準とのあいだにあ,る矛盾
'③ 新 しい課題 と以前につくられ習慣化している思考

方法や行動方法 とのあいだにある矛盾

④ 自分たちの生活様式を追いこして成長しつつある

子 どもや少年や青年の内的可能性 と環境に対する彼

らの客観的関係、家庭のなか、集団のなかにおける

彼 らの位置とのあいだにあるような矛盾ρ

教育は、諸個人の発達の必要、社 会 発 展 の必要に応

じ、発達主体の活動を組織することによって、彼 らの中

に上記のような諸矛盾 をつ くり出 し、その克服を指導 し

援助する過程である。.

その場合に、諸個人が、社会生活における自己の客観

的な必要と自己の発 達 水 準 との閥にある諸矛盾を自覚

し、その克服のために自ら努力するな らば、それは 「自

己教育」と言われるものである。主体としての人格を形

成する教育の仕事の もっとも重要な目的は、発達の主体

であ り教育の客体である諸個人を自己教育の主体、すな

わち自律的な人間へと発達させるところにある。

(6)発 達を主導的する活動

結局、人間はその活動によって発達するのであるが、

レオンチェフによれば、その発達の特定の段階は、それ

に固有なある種の活動、すなわち 「主導的活動」によっ

て特徴づけられ る。この 「主導的活動」について彼はつ

ぎのよ うに説明 している。

全体 としての生活を成 り立たせている個々の種類の活

動がその人間の発達に対 して同等の役割を果たすのでは

ない。所与の発達段階ではある一定の種類の活動が主導

的役割を果たし、その後の発達に大 きな意義を有する。

これが 「主導的活動」であって、この活動の内部で、よ

り高度の発達段階に移行するのを用意するところの心理

過程が発達する。この活動の形態で他の新しい種類の活

動が生 じ、そののち分化 してゆく。この活動の中で部分

的な心理機能が形成され、あるいは再編成される。子ど

もの心理の所与の発達段階で どんな活動が主導的な活動

になるかは社会的心理的諸条件によって規定 される。㈲

そして レオンチェフは、 「われわれがわれわれの時代

にわれわれの条件の もとで」確認 しうる主導的活動 を発

達段階の1頂につぎのよ うにあげている。㈹

① 子 どもを直接とり囲む対象的現実の習得

② 子 どもが現象と人間関係のよ り広い領域を習得す

るところの遊び

③ 学校における体系的学習

④ 専門的準備活動または労働活動

矢川徳光氏 も 「主 導 的 活 動」 という考 え方によ りつ

つ、'その種類 と順序 として ①交通(接 触=共 同活動)

②あそび ③学習 ④労働をあげている。㈱また田代高
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英氏によれば、すでにフレーベルは、遊び(Spie1)は 労

働(Arbeit)と 対比せ られるものでな く、遊びは次第に

課業(Beschaftigung)へ 発展し、 それが さらに労働へ

と発展してゆくととらえていたとい うことである。㈱い

ずれ もそれぞれの発達段階に固有な特定の種類の活動が

あ り、その活動のうちに次の発達段階の活動が含まれて

いるとする点において共通している。 これは、発達する

当の子ども、人間の活動がその発達の源泉であるという

既述の発達観に通 じている。

それでは、主導的活動の交代、すなわち発達段階間の

移行はどのようにしておこるか。 この点について レオン

チェフはつぎのように説明する。 「活動」とは、その過

程の対象 と動機(主 体をその活動へ うながす客観的な も

の)と が常に一致する、という心理学的特徴をもった過

程である。 「行為」 とは、その動機がその対象 と(つ ま

り行為が目ざしているものと)一 致せず、所与の行為を

含む活動の中に動機があるような過程である。活動の動

機は行為の対象(目 標)へ 移動し、移行 しうる 〔目標が

動機になる〕。 この結果、行為は活動に転化す る。この

よ うにして新 しい活動、現実に対する新 しい関係が生じ

る。 「操作」 とは、行為の遂行手段(=様 式)で あり、

行為が目標によって規定されているのに対 して操作は目

標が与 えられている条件に依存 している。技術や技能の

熟練 とは、はじめは行為として行なわれる操作が別の行

為の もとに組み込まれて自動化され習慣化されることに

ほかな らない。新 しい動機がつ ぎの段階の主導的活動の

それであ り、旧い段階の もとでの操作や機能がつ ぎの段

階の主導的活動 を可能 とするほどに主体の内的条件が成

熟 してお り、その もとでつ ぎの段階の主導的活動が行な

われ うる社会的関係に子 どもが現実に入 り込むな らば、

そのときには発達段階の移行が行なわれる。㈱

エ リコニンは 「主導的活動」という考え方をさらに発

展 させ、社会的環境が主導的活動を介して子 どもの人格

の発達に与える影響の中とでの子 どもの発達の諸段階に

ついてつぎのような仮設を呈示 している。㈱すなわち、

子 どもの発達がその中で行なわれるところの 「社会の

中の子 ども」という系は 「子 ども一社会的おとな」の系

と 「子 ども一社会的対象」の二つの副次的な系か ら成立

している。各段階を特徴づける主導的タイプの活動は、

これらの副 次 的な系との関 連で内容的に特 徴づけられ

る。すなわち、第一のグループに属する主 導 的 活 動は

「子ども一社会的大人」の系の活動であり、このグルー

プの活動が実行 される際に主 として子どもに発達す るの

は欲求一動機的分野である。第二のグループに属するの

は 「子 ども一社会的対象」の系の活動であ り、このグル

ープの活動が実行 される際に主 として子 どもに発達する

のは、技術一操作的能力である。欲求一動機的分野の発

達する時代 と技術一操作的能力の形成がおこなわれる時

代 とが交互にあらわれる。

その順序はつぎのようである。

① 直接的一情動的交通 第一グループ

② 対 象一操作的活動一 第ニ グループ

③ 役割遊 び 第一グループ

④ 学習活動 一 第ニグループ

⑤ 親密な個人的交通 一 第一グループ

⑥ 職業一学習的活動 第ニグループ

エ リコニンは、このような仮設の説明につ ぎのような

図式 をあてている。

図2
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土方康夫氏は、子 どもとその社会的環境 との系 という

観点 をさらに発展 させつ ぎのようにのべている。㈲ 「子

どもたちの活 動 の 対 象にそくして 『おとな一 子 ども

もの』の系 と、 『おとな一 子ども一 子 どもたち

』の系か ら、子 どもたちの発達 をみるべ き」である。前

者の系のなかで子 どもたちは 「で きる」力 と 「わかる」

力、すなわち活動力を獲得する。それが学習過程、陶冶

の過程 とよばれ る教育の一側面である。後者の系のなか

で子どもたちは前者でえた力を 「いっしょにで きる」力

と 「わか りあえる」力、すなわち能力に転化する、これ

が生活指導の過程、訓育過程 とよばれる教育の もう一つ

の側面である。

ここでいう 「いっしょにで きる」力、 「わか りあえる

」力 とは、前述の勝田守一氏が定義 したような人間の能

力の本質をもっとも簡明に表現 したものであろ う。

このように考 えるな らば、教育 とは子 どもの発達段階

に応 じて、子 どもの周囲に大人 と子 どもの関係、子ども

と社会的対象 との関係、子どもたちの集団をつ くり、そ

の中で子 どもの活動を高め、子 どもが集団の中の一員 と

して、社会の一員として、 「いっしょにで きる」力、 「

いっしょにわか り合 える」力を担った真の意味での人聞

に してゆく活動である。
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以上に述べてきた発達の諸原理のうちもっとも重要な

ものは、わが国の与謝の海養護学校における障害児教育

の実践 と運動の中では、つぎのよ うな 「発達の四原則」

として定式化 されている。㈹

発達の四原則
一、発達は要求か ら始まる。

二、発達は権利である。

三、発達は集団の中で達せ られ る。

四、発達の可能性は創 り出す ものである。

子 どもたちの人間としての発達の可能性は、子どもた

ち自身の能動的活動を原動力 としつつ、環境を変革 し自

らも発達 しゆく大人の目的意識的な指導 と援助とによっ

て創 り出 されるのであ り、ここに教育の決定的な意義 ・

役割がある。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱
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⑮

⑯
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⑬

⑲

⑳
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¢3)

図

㈲

㈲

鋤

㈱

⑳

⑳

㈱

働

㈲

㈱

注

参考文献 の①

② の78、79ペ ー ジ

③ の109ペ ー ジ

④ の第一章 「原 始社会 の教育 」

⑤ に集 録 されて いる。小論 の引用 はこれ による。 「

教育 の本質 」は 、⑥ の219ペ ー ジの注(9)に よれ ば宮

原誠一 著 『教育 と社 会』金子書房1949年 に も、ま

た、全 日本社会教育連合会雑誌 『教育 と社会』1949

年3月 に も集録 されて いる もよ う。

⑤ の7ペ ー ジ

同上13、14ペ ー ジ

同上14ペ ー ジ

同上15、16ペ ー ジ

同上23ペ ー ジ

同上23ペ ー ジ

同上23、24ペ ー ジ

同上25ペ ー ジ

「 『教育 』の資本主義 的性格 」1970年 、⑥ の215ペ

ー ジ

「国民教育 の主 体」1966年 、⑦ の163ぺ 門 ジ

⑧ の45～47ペ ー ジ

心理学 におけ る人格概念 には、ル ビンシ ュテイ ンの

す ぐれ た説 明が あ る(⑳ 下巻420～433ペ ー ジ)。 ま

た 、矢川徳光氏 は、教育学 におけ る人格概念 の重要

性 を強調 し、その教育学説 の展 開 を人格概念 の定義

を与 える ことか ら始 めて いる(⑧)。 人 格 につ いて は

他 に、池谷寿夫 「史的唯物論 と人格 の理論」(汐文社

発行 『唯物論 』第三号 、1974年11月 所 収)が ある。

⑨の52ペ ー ジ

⑨の53ペ ージ

⑫ の124ペ ー ジ

⑫ の213ペ ー ジ

⑬ の47～51、70～72、126、127ペ ー ジ

た とえば⑯ 、⑲ 、⑳参照。

⑰ の161ペ ー ジ

⑰ の158～160ペ ー ジ

⑫ の212ペ ー ジ、また、子 ども にお け るこのよ うな

言 語の機能の発達 につ いては⑱

⑫ の第2章

⑳

⑲ の35、36ペ ー ジ

⑰ の164～167ペ ー ジ

⑳ の第12章 、第13章

こ こでは主 として⑩ 、⑬ 、⑳ 、⑳ を参照。

⑳ の15ペ ー ジ

田 個人の生得的 な ものであ る素質の うちで染 色体 の

遺伝子によって親か ら伝達 され る諸条件が遺伝的な

ものであって、素質 と遺伝 とは一応区別 される。

図輻軽説については、シュテルンの原典にあたるこ

とがで きず、ここでは、輻竣説についての諸家の概

括(⑧ 、⑩、⑭、⑳、⑳など)に 依 っている。諸家

の概括は、小論に述べたような輻軽説の欠陥を認め

つつも 「発達の問題を論ずるうえでの出発点 として

は役立つ」(波 多野誼余夫 ⑭の14ペ ージ)、 「発

達の動因の説明 として合理的」であ り 「遺伝決定論

と環境決定論の偏 りを是正す るのに大 きな意味があ

った」(小 川太郎⑩の16ペ ージ)と い うよ うにその

学説史上の意義を認めることに重点のあるもの と、

「両者(遺 伝説と環境説 北川注)を 折衷 しただ

けのもの」(矢 川徳光⑭の58ペ ージ)「 二つの異な

る理論の基本的命題を一つにまとめて も、それが子

どもの心理的発達の過程のいっそう正 しい理解をも

たらし得ないのは勿論の ことである」(エ リコニン

⑳の15ペ ージ)と 否定的な評価に力点 をお くものと

に分かれている。

⑩の17、26ペ ージ

㈹ ⑳の20、21ペ ージ

㈲ ⑫の43～49ペ ージ

㈱ 東洋、⑳の17ペ ージ

波多野完治、 「人間の成長 と学習」⑳の12ペ ージ

㈹ ⑪の119ペ ー ジ

㈹ ⑳の下、92ペ ージ

㈲ ⑳の上、271、272ペ ージ

㈹ ⑳の下、88～91ペ ージ
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